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開館２０年記念

青森県近代文学館名品展
平成26年３月に青森県立図書

館新館と青森県近代文学館が開

館20周年を迎えました。

これを記念して、県近代文学

館では、「開館20年記念青森県

近代文学館名品展」を平成27年

３月15日まで開催しています。

今号は、その見どころや展示

されている資料、県近代文学館

の20年の歩みなどをご紹介し、

この20年を振り返る記念号で

す。

今まで展示する機会に恵まれ

なかった 「知られざる名品」と

「展示を彩った名品」の数々をぜ

ひご覧ください。
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「太宰治愛用の万年筆」

アメリカ製の「エヴァーシャープ」

の万年筆です。もともと美知子夫人の

ものだったのを太宰が使うようになり

ました。軸は途中で故障して取り替え、

インクをつけて書いていましたが、軽

く字を書く癖があった太宰は、昭和14

年ごろから最後までこの万年筆一本で

執筆を続けることができたそうですか

ら、多くの太宰作品がこのペンから生

まれたと言っても良いでしょう。文房具に凝ることもなく、身辺に必需品だ

けを置いて簡素に暮らすことを好んだ太宰の数少ない愛用の品の一つです。

「芥川龍之介の写真」

芥川が昭和２年５月、青森

市公会堂で講演をしたときの

写真です。一緒に写っている

のは青森県の文壇を支えた作

家たちです。芥川は新潟へ向

かう途中、たまたま青森を訪

れたのですが、周囲の作家た

ちに説得され、急遽講演をすることになったのです。この２

か月後になくなっていることから、最期の写真ではないかと

も言われています。本展ではパネルに拡大して飾っています

が、原写真は当館所蔵です。展示室では芥川龍之介自筆の俳

句の短冊も見ることができます。

「北村小松自作のレコードプレーヤー」

モダンボーイ「小松ちゃん」といわれた北村小松

は、興味を持ったことはとことん追求しました。文

壇第一号とされる運転免許証の取得。ＵＦＯ研究。

また、夫婦で社交ダンスに興じ、音楽に対する関心

も人一倍でした。展示品はそんな小松が自ら設計、

デザインした自作の電気蓄音機です。愛聴したレコ

ードと共に展示しています。

写真中央が

芥川龍之介

[ 青森県立図書館／第２１号 ]

2



「秋田雨雀の絶筆」

下北半島佐井村矢越願掛岩公園に、鳴海要吉歌碑（昭和37年７月９日建立）

があります。歌碑の文面は、大正５年発行の鳴海要吉ローマ字詩文集『Usio

no Oto』からの引用で、ローマ字表記と漢字仮名交じり表記の二面で構成さ

れています。

Asoko nimo Miti wa aru no da;

Kasira tare Hito hitori yuku

Saru ga naku Hama Narumi-Yokiti

あそこにもみちはあるのだ

頭垂れ ひとひとりゆく

猿がなく浜

雨雀書

漢字仮名交じり表記の方は、要吉の親友である秋田雨雀が昭和37年、病床で

書いたもので、従来これが絶筆といわれていました。しかし、展示品（下の

写真）には、「頭垂れて人一人ゆくという歌碑文を書きてわれ汗をびっしょり」

と書かれており、この色紙は、歌碑文より後に書かれたことが明らかです。

つまり、これが本当の秋田雨雀の絶筆となります。

展示品は、平成27年１月

18日にお亡くなりになっ

た、青森ペンクラブ会長の

三上強二氏からご寄贈いた

だきました。三上氏からは

千点を超える資料のご寄贈

や当館の講演会で講師をつ

とめるなど、大変お世話に

なりました。
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平成５年度【 平成６年３月 22 日 開館 】 

・開館記念特別展 北の文脈―青森県の近代文学 

平成６年度 

・特別展 没後 30 年 北村小松展 

・特別展 北畠八穂展 

平成７年度 

・特別展 下北と文学 

・若山牧水・和田山蘭展 

・特別展 太宰治 

・本と関野凖一郎  

平成８年度 

・佐藤紅緑著作展 

・特別展 石坂洋次郎 

・特別展 十和田湖をめぐる近代文学 

・秋田雨雀著作展 

平成９年度 

・髙木彬光 推理小説の世界 

・特別展 北の夜明け 

・高木恭造 没後 10 年特別展 

・今官一著作展 

平成 10 年度  

・特別展 青森県の近代文学―短歌  

・没後 50 年太宰治―弱さと優しさ 

・葛西善蔵 没後 70 年特別展 

平成 11 年度 

・俳誌「暖鳥」 

・佐藤紅緑 没後 50 年特別展 

・詩人福士幸次郎 生誕 110 年特別展 

・俳誌「暖鳥」 

・棟方志功の本展 

平成 12 年度 

・石坂洋次郎 生誕 100 年記念展  

・特別展 青森県児童文学のあゆみ展 

・三浦哲郎 芥川賞受賞 40 年記念展 

平成 13 年度  

・津川武一・人と作品展 

・特別展 長部日出雄展 

・特別展 東青文学散歩 

・青森県の詩誌  

平成 14 年度 

・自筆が語る文人の心 

・特別展 秋田雨雀展 

・特別展 青森県の近代文学・大正期 

・青森県の川柳誌  

平成 15 年度 

・作家が語る青森県 

・特別展 今官一展 

・特別展 寺山修司展 

・北畠八穂文庫展 

平成 16 年度 

・青森県のユーモア文学の系譜 

・特別展 陸羯南から鎌田慧へ 

・青森県の文学と温泉 

・太宰治・新収蔵資料展 

平成 17 年度 

・川島雄三展 

・髙木彬光 没後 10 年特別展 

・北彰介・山口晴温展 

・三ツ谷平治・新収蔵資料展 

・寒葉斎 建部綾足 

平成 18 年度 

・青森県近代文学館・名作展 

・特別展 青森県近代俳句のあゆみ 

・没後 20 年展  石坂洋次郎 

・詩と美術と  

  【併設】詩人福士幸次郎、70 年前の忘れもの 

平成 19 年度 

・青森県近代文学館所蔵―作家の手紙展 

・特別展 陸羯南と正岡子規 

・生誕 110 年 淡谷悠蔵展 

・青函連絡船終航 20 年展 

平成 20 年度 

・没後 100 年 鳥谷部春汀と『太陽』 

・寺山修司 孤独な少年ジャーナリストからの出発 

・特別展 青森県近代詩のあゆみ 

・没後 80 年 葛西善蔵 

・青森県立図書館 80 年のあゆみ 

平成 21 年度 

・今官一生誕 100 年展 

・太宰治 生誕 100 年特別展 

・生誕 100 年 菊岡久利の世界 

・鳴海要吉 没後 50 年 

・ロシア文学者 菊池仁康 

平成 22 年度 

・白木茂 生誕 100 年展 

・特別展 西北五文学散歩 

・竹内俊吉 生誕 110 年展 

・蘭繁之の世界 

平成 23 年度 

・北村小松 生誕 110 年展 

・特別展 大塚甲山 没後 100 年展 

・詩人 村次郎展 

・拓本でたどる青森文学の旅 

平成 24 年度 

・斗南藩と文学 

・特別展 鳴海完造と秋田雨雀 

・加藤謙一と佐藤紅緑 

・十人点描―資料が語る作家のこころ― 

平成 25 年度 

・北畠八穂生誕 110 年 

・特別展 寺山修司 没後 30 年 

・大町桂月が描いた青森 

・高木恭造の世界 
平成 26 年度 

・棟方志功と青森の文学 

・特別展 三浦哲郎 

・成田千空 

・開館 20 年記念青森県近代文学館名品展 

お か げ さ ま で 開 館 20 周 年  ◆ 青 森 県 近 代 文 学 館 ◆  

こ れ ま で の 企 画 展 ・ 特 別 展  
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ここでご紹介したイベントは、すべて入場・参加無料、事前申込み不要です。 

青森県近代文学館 平成 27 年３月までのイベントのおしらせ 

●開館２０年記念青森県近代文学館名品展関連 

 スタンプラリー 

  会期：３月 15日（日）まで（本展最終日） 

   文学館や図書館のスタンプ設置場所で、全部のスタン

プを集めると、職員手作りの記念品がもらえます。 

 展示解説 

  日時：２月８日（日）、１５日（日）、２２日（日） 

     ３月１５日（日）      いずれも 14:00～14:30 

   文学館職員による本展の解説・見どころの紹介を行います。 

 日曜講座 

  日時：３月８日（日） 14:00～15:00（受付 13:30～） 

  演題：青森県近代文学館の名品 

  講師：舘田勝弘（弘前市立郷土文学館企画研究専門官・元青森県近代文学館室長） 

  会場：青森県立図書館４階研修室 

●３．１１ 文学館からのメッセージ～木村友祐の中の震災と復興『イサの氾

濫』『聖地Ｃｓ』 

 会期：２月 27日（金）～５月 31日（日）9:00～17:00（毎月第４木曜日は休館日） 

 会場：青森県近代文学館常設展示室 

  第一線で活躍中の八戸市出身 木村友祐の展示を通して様々な視点で震災を見

つめ直す契機としていただき、東北人の震災に負けない強い力を発信します。 

●第 13回青森県近代文学館川柳大会 

 日時：平成 27年３月１日（日） 12:30～17:00（受付 12:00～） 

 会場：青森県立図書館４階集会室 

青森県立図書館 平成 27 年３月までのイベントのおしらせ 

●おはなし会 絵本の読み聞かせやブックトークなど 

 日 時：２月１４日（土）、３月１４日（土）14:00～14:30 

●科学おはなし会 科学のおもしろ実験や科学に関する本のおはなし 

 日 時：２月２８日（土）14:00～14:30 

 テーマ：ささえる力のふしぎ！ 

各閲覧室では、テーマ展示も行っています。ぜひご来館ください。 
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青森県立図書館からのおしらせ 

 

一般閲覧室の配置換えを行いました 

平成 26 年 11 月下旬から 12 月上旬の蔵書点検期間中

に、閲覧室をより便利に、安心してご利用いただけるよ

う、配置換えを行いました。  
 
ここが使いやすくなりました！ 

●子育て支援コーナーの本棚を入れ替えました 

これまで、一般閲覧室の入口を入ってすぐに背の高い本棚が並んでいた

“郷土の人々と出版”、“森林資料”、“子育て支援”等のコーナーの本

棚を低いものに交換しました。このことで、子育て支援コーナーからカウ

ンターへの見通しが良くなり、小さなお子様

連れの方にもより安心してご利用いただける

ようになりました。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●ＡＶ資料コーナーの機器を入れ替えました 

 これまで、カウンター内でリモート管理し

ていたビデオ、ＤＶＤ、ＣＤなどの再生機器

を各ブース内に設置しました。全てご自身で

操作できるようになり、操作もスムーズとご

好評いただいています。 

また、当館所蔵資料の情報を入力する方な

どが優先して利用できる“パソコン優先席”

を２席増やし、あわせて自由に利用できる閲

覧席を新たに３席ご用意しました。 

 
 当館のご利用についてご意見・ご要望があ

りましたら、お気軽にお寄せください。 

カウンターへの見通しがよくなっ

た子育て支援コーナー 

ＡＶブースに設置した再生機器 

ＡＶ資料コーナー内の閲覧席 
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